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平成30年全国交通安全年間スローガン 「ぶつかるよ ながら運転 じこのもと｣



「行けるはず まだ渡れるは もう危険」 「自転車は 車といっしょ 左側」

去る２月２日(金）、守山市内の守山市民ホール小ホールにおいて「地

域交通安全活動推進委員研修会」を開催しました。

冒頭に横江会長（滋賀県交通安全協会）から「地域の交通事情に精

通されている皆様方には、交通安全に係る諸活動により一層のご努力

を」と激励の挨拶がありました。

研修では、大津・高島・東近江の交通安全教育チームが交通安全寸

劇を披露しました。その後、駐車場に移動し、自動ブレーキなどの先

進安全技術でドライバーの安全運転を支援してくれる車｢セーフティ

・サポートカーＳ（サポカーＳ）」を代表者が体験し「実際に体験で

きて良かった。」という声が聞けました。
あいさつをする横江会長

大津地区チームまっちゃん 高島地区シグナル
東近江地区「三代目虹」

サポカーＳを体験

去る1月18日(木)・19日(金)の両日、ホテルグランドヒル市ヶ谷（新宿区）、文京シビックホール大ホール（文

京区）の両会場で「第58回交通安全国民運動中央大会」（主催＝(一財)全日本交通安全協会・警察庁）が開催

されました。

本会議（19日）では、秋篠宮同妃両殿下の御臨席を仰ぎ、安全で快適な交通社会の実現のため、交通事故防

止・交通安全に関わる全国の関係者約1,800人が参加されました。

本県からは、次の方々(団体)が受賞されました。

各地域の交通安全活動推進委員約 160 名が参加
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